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  １，本日の会議に付した事件  

    議事日程に同じ 

 

  



          （午前１０時３１分 開会） 

○議長（森河昌之君） おはようございます。 

 それでは、ただいまより会議を始めます。 

 ただいまの出席議員は１６名で、定足数に達しております。よってこれより平成１５年

第６回斑鳩町議会定例会を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 まず、町長より議会招集のあいさつをお受けいたします。小城町長。 

○町長（小城利重君） 皆さん、おはようございます。 

 本日ここに、平成１５年第６回町議会定例会を招集いたしましたところ、公私何かとご

多忙の中、議員皆様方にはご出席を賜りまして、厚くお礼を申し上げます。 

 平素は、町政諸般にわたり格別のご支援とご協力を賜り、各事業についても円滑に推進

させることが出来、心から感謝を申し上げる次第でございます。 

 さて、本定例会に提案いたしております特別職の非常勤のものの報酬、費用弁償及び期

末手当に関する条例の一部を改正する条例について外１１議案につきまして提出させてい

ただいておりますが、いずれの議案につきましても、温かいご審議を賜りまして、原案ど

おりご承認いただきますようお願い申し上げます。 

 平成１５年度も下半期の半ばに差しかかり、諸事業につきましても順調に進捗しており

、これもひとえに議員皆様方のおかげでありまして、今後もより一層の温かいご支援とご

協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 なお、付議議案の説明は後刻とさせていただきまして、簡単ではございますが招集のあ

いさつとさせていただきます。ありがとうございました。 

○議長（森河昌之君）  ただいまから議事に入ります。 

 本定例会の議事日程は、お手元に配付いたしております日程表のとおりであります。よ

ってこれに従い議事を進めてまいります。 

 まず、日程１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定により、議長において指名いたします。

本定例会の会議録署名議員には、１３番、木澤議員、１４番、里川議員を指名いたします

。両議員には、会期中よろしくお願いいたします。 

 続きまして、日程２、会期の決定についてを議題といたします。 

 お諮りいたします。本定例会の会期を、本日から１２月１９日までの２２日間と定める



ことについて、これにご異議ございませんか。 

         （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（森河昌之君）  異議なしと認めます。よって本定例会の会期は、本日から１２月 

１９日までの２２日間と決定いたしました。 

 続きまして、日程３、建設水道常任委員長報告についてを議題といたします。 

 平成１５年第５回斑鳩町議会定例会において、建設水道常任委員会の閉会中における継

続審査とされましたことについての審査結果についての報告を求めます。６番、浅井委員

長。 

○建設水道常任委員長（浅井正八君） それでは、建設水道常任委員長報告をさせていた 

だきます。 

 ９月定例会後、閉会中の１１月１３日に建設水道常任委員会を開催し、継続審査事案を

はじめ、その他所管事務に関する調査を行いました。その審査の概要についてご報告申し

上げます。 

 まず初めに、継続審査案件であります公共下水道事業に関することについてを議題とし

、理事者側より説明を求めたところ、流域下水道事業の１０月末時点の進捗状況は、安堵

町における中継ポンプ場築造工事については完了しており、現在ポンプ場に設置される機

械設備の製作中で、平成１７年３月の完成を目指し順調に工事を進められている。 

 また、竜田川幹線管渠第４号工事「稲葉車瀬の発進基地から三郷町勢野東」までのシー

ルド工事は、現在約３２％の進捗状況であります。 

 次に、町の公共下水道の進捗状況については、６月議会で議決された、竜田汚水幹線管

渠工事２件は、現在推進工事に着手され、順調に進められております。 

 ６月に発注した服部１丁目地内の管渠埋設工事は、１０月１７日に完了し、９月に発注

した法隆寺西１丁目の管渠埋設工事の２つの工区は、本体工事に着手し、それぞれ平成１

６年３月１日及び３月１０日の工期で施工する予定であります。 

 また、１０月に測量設計業務を８件発注しており、現在資料収集等準備作業中であり、

平成１６年３月２５日までの期間で作業を進める予定である。 

 最後に、供用開始に向けての準備作業として、公共下水道整備完了区域の２７自治会を

対象に、公共下水道の接続についての説明会を進めているが、まず、９月２７日に自治会

長の方々を対象に説明会を実施し、各自治会に個別に説明に伺うことの理解をいただき、

１２月上旬までに１１の自治会で説明会を開催する調整を済ませている。引き続き、少し



でも多くの家庭が公共下水道を利用していただけるよう、また水洗化の促進に理解をいた

だけるよう努めるとの説明を受けました。 

 本件について質疑をお受けしたところ、委員より質疑なく、審査を終えることといたし

ました。 

 次に、本定例会に提出が予定されている案件として、平成１５年度斑鳩町一般会計補正

予算（第７号）について、平成１５年度斑鳩町公共下水道事業会計補正予算（第１号）に

ついて、平成１５年度斑鳩町水道事業会計補正予算（第３号）について、町道認定につい

ては、いずれも１２月定例会に提出が予定されているということで、あらかじめ説明を受

けたということで終わりました。 

 続いて、各課所管に関する報告事項については、町営住宅家賃等の滞納について、道路

整備５カ年計画について、産業フェスティバルについて、観月祭について、各担当課 

より報告され、委員より質疑がありましたが、理事者より一定の答弁を得ております。 

 次に、その他として、委員より意見質疑を求めたところ、町営住宅目安北団地の入居後

の問題について質疑があり、理事者側より一定の答弁がされております。 

 また、建設水道常任委員会において、８月２８日に行った奈良県郡山土木事務所への要

望の中で、御幸大橋の右折レーンの件に対する県からの回答について、委員より理事者に

見解が求められ、回答書では、郡山土木事務所と高田土木事務所の協議で河合町側にある

ということで高田土木で進められる話はついており、来年度の予算計上など情報収集をし

ながら状況を見守りたいとの答弁がありました。 

 最後に、当委員会は、閉会中の所管事務について先進地視察を計画しておりましたが、

１０月９日、１０日の両日にわたり、公共下水道の管理についての目的で、香川県高松市

に予定どおり先進地視察を実施してまいりました。特に、公共下水道の普及促進に当たり

、不要となってくる浄化槽施設の有効利用と、水資源の有効利用の観点から、浄化槽施設

を改造して利用する雨水貯留施設の現状と課題などについてご教示いただき、また実際に

設置されている家庭に赴きまして、施設の状況を見学させていただき、家人の方と直接お

話をさせていただく中、当町においても、雨水の流出抑制、資源の有効利 

用といった点において、効果が得られるのではないかと強く感じたところであります。 

 こうした取り組みについて、現在公共下水道事業の供用開始に向けて検討されておりま

すが、さらに制度面や財政面での研究をお願いしておきたいと思います。 

 他、詳細につきましては、先進地視察報告書にまとめておりますが、この視察研修に同



行いただきました担当課の職員の皆様にも感謝を申し上げまして報告とさせていただきま

す。どうもありがとうございました。 

○議長（森河昌之君）  次に、日程４、厚生常任委員長報告についてを議題といたします 

。 

 同じく閉会中における厚生常任委員会の審査結果についての報告を求めます。１２番、

木田委員長。 

○厚生常任委員長（木田守彦君） それでは、厚生常任委員長報告をさせていただきます 

。 

 ９月定例会後、閉会中の１１月１４日に厚生常任委員会を開会し、継続して調査中の事

案等についての審査を行いました。その審査の概要についてご報告をいたします。 

 初めに、継続審査事案のうち、（仮称）総合福祉会館整備事業についてを議題とし、理

事者側より説明を求めたところ、前回の委員会以後、建設候補地の地権者の方々に用地の

協力を得るべく引き続き交渉に当たっているところであるとの説明を受け、本件について

質疑を求めたところ、委員より、用地取得については、常任委員会でも整備検討委員会で

も、委員の皆様が一番心配しておられる点だと思うが、町としては目標を持っておられる

のかとの質問に、理事者より、当初に計画は立てておりますが、相手のあることであり、

簡単には進まない。日程的にずれ込む可能性もあるとの答弁がありました。 

 次に、継続審査事案の陳情第５号 「性同一性障害者の性別の取扱いの特例に関する法

律」の「現に子がいないこと」要件の削除などに関する意見書提出に係る陳情書、陳情第

６号 法律などで性別の記載を義務付けている文書の性別記載の必要性の見直しと削除を

求める意見書提出に係る陳情書、陳情第７号 町の公的文書中の不要な性別の記載の削除

などを求める陳情書、以上３件を一括議題とし、意見質疑等お受けしたところ、委員より

、陳情第７号については、町へも提出されている中で、調査をしていきたいとのことであ

ったが、町としてはどのような整理をしていただいているのかとの質問に、理事者より、

町の公文書中に性別記載のある文書がどれだけあるのか調査したところ、国の関係が２６

、県の関係が３４、町の条例で５、規則で２６、要綱等で４５、指針で２９、その他事務

処理上の関係で１３、計１８９あった。そういった調査の段階まで来ているとの答弁があ

りました。 

 また、委員より、この陳情に対してどういう姿勢をとろうと考えているのかとの質問に

は、前回の委員会でも、国や県のものは町単独に判断して削除出来ないが、町独自のもの



は事務処理上問題が生じないか研究をして、削除出来るものは削除していくと答弁してお

りますので、調査結果をもとに削除可能かどうかの研究をしていきたいとの答弁がありま

した。 

 当委員会として、意見を取りまとめるため休憩をとり、再開の後、陳情者の趣旨を尊重

したいとの意見もありましたが、性別を外すことによる行政への弊害等も予測されること

も考え、国も施行後３年を目処に見直しも検討されることから、意見書として採択は出来

ないが、町として対応出来るものは順次改善されるよう要望することとなりました。 

 続いて、本定例会に提出が予定されている案件、１つとして、平成１５年度斑鳩町国民

健康保険事業特別会計補正予算（第３号）について、２つとして、平成１５年度斑鳩町介

護保険事業特別会計補正予算（第２号）について、いずれも１２月定例会に提出が予定さ

れているということで、あらかじめ説明を受け、委員より若干の質疑があり、理事者より

一定の答弁がありました。 

 続いて、各課報告事項としまして、初めに、平成１５年度斑鳩町一般会計補正予算（第

７号）についてのうち、当委員会所管に属するものについて、担当課より所管に係る補正

予算の説明がありました。 

 次に、斑鳩町住民基本台帳ネットワークシステムの第２次稼働に伴う状況について、郵

便局における証明書等の交付取扱件数の状況について、それぞれ担当課より報告がありま

した。 

 その他として、各委員より質疑意見を求めたところ、保育所の待機児童の状況につい 

て、一時保育の状況について若干の質問があり、理事者より答弁がなされております。 

 最後に、当委員会は、閉会中の所管事務について先進地視察を計画しておりましたが、

１０月２９日、３０日の両日にわたり、ごみ処理計画についての目的で福井県鯖江市、総

合福祉会館管理についての目的で福井県武生市に予定どおり先進地視察を実施してまいり

ました。鯖江市では、ごみ減量化・資源化の取り組み、ごみ・資源物の収集・回収体制、

ごみステーションの設置・管理等について、また武生市では、総合健康センター「ハート

・フル・たけふ」の建設に至るまでの経過と現在の管理運営の全般的なことについて、そ

れぞれご教示をいただきました。今後の斑鳩町の施策を考えていく上での大変参考になっ

たと思慮いたしております。 

 その他、詳細につきましては、先進地視察報告書にまとめております。 

 尚、この視察研修に同行していただきました担当課の職員の皆様にも感謝を申し上げて



報告とさせていただきます。 

 以上が閉会中におけます当委員会の審査の概要であります。詳細につきましては会議 

録に整理させていただいておりますので、ご覧いただきますようお願い申し上げます。 

 これをもちまして厚生常任委員長報告を終わらせていただきます。ご清聴ありがとうご

ざいました。 

○議長（森河昌之君）  次に、日程５、総務常任委員長報告についてを議題といたします 

。 

 同じく閉会中における総務常任委員会の審査結果についての報告を求めます。２番、松

田委員長。 

○総務常任委員長（松田 正君） 総務常任委員長の松田でございます。 

 総務常任委員会が閉会中審査事案として対応してきたことについての概要の報告を申し

上げたいと思います。 

 まず初めに、史跡保存整備の事例調査を目的として、１０月２０日、２１日の両日にわ

たり、鳥取県国府町と島根県の松江市を訪れ、視察研修を実施いたしましたので、その概

要について報告をいたします。 

 １０月２０日は、鳥取県の国府町にある梶山古墳と因幡国庁跡の整備状況について現地

視察を行いました。 

 梶山古墳は、石室内に彩色壁画のある古墳で、花崗岩の切石を使ったとても丁寧に造ら

れた横穴式の石室となっています。私どもは特に許されて、石室内を見学することが出来

ました。 

 この石室内の構造は、玄室、前室、羨道に分かれており、玄室と前室の間には、扉石を

はめ込む加工が施された玄門の跡が確認出来ました。古墳の南側には、石垣で囲まれた方

形壇、これは祭祀、お祭り広場とも言われているようでありますが、確認されており、こ

の方形壇は、「埋め込み」という特殊な工法が採用されており、全国的に類例のない築造

方法だと言われています。この特徴を生かし、梶山古墳は、平成元年から平成８年度まで

保存整備事業が行われて完成されたものとされています。 

 この保存整備の基本設計や実施計画は、考古、保存学科の専門関係者によって作成され

ましたが、工事施行は地元業者に発注したと言われています。その理由は、古墳の保存整

備後の補修や維持管理の対応条件などに配慮したことによるもので、結果としてこの判断

はよかったと評価をされていました。 



 また、梶山古墳がその特徴を生かし、周辺の景観とマッチした効果を高めていることに

ついて、１つは、墳丘の植栽としてオカメザサを使用したこと、２つは、園路広場の舗装

の透水性真砂土を舗装としたことと誇らしげに語っていたことが印象的でありました。併

せて、石室の公開は、外気気温と石室内気温の差が最も少ない時期を選んでの限定公開と

しているということであります。梶山古墳は、藤ノ木古墳に比べ、墳丘の規模は小さいが

、保存整備の手法や石室の限定公開の考え方などで多くの教訓を得ることが出来たと考え

ています。 

 因幡国庁跡につきましては、建物等の復元整備を行わない事例として、中宮寺跡の整備

方法を考える一つの参考になればという立場で視察をしたものであります。 

 因幡国庁跡は、周辺一帯が水田に囲まれています。現地説明によれば、因幡国庁跡の史

跡指定区域の保存整備で最も重視したのが、落葉による水田被害と作物への日照被害が生

じないように低木を植樹するなどの配慮を尽くしたという点であります。史跡保存を基本

に歴史公園化をはかろうとする整備手法は、その史跡指定地域内での工作物設置に極めて

厳しい制約があることが、改めて実感させられました。 

 法隆寺を中心とする古代仏教の建築物群が実在する斑鳩町が、史跡中宮寺跡の保存整備

の手法を、史跡指定地内の構造物の位置表示に限定した考えのもとで歴史公園化構想が立

てられていることについては、一定の理解を得られるものと思われますが、史跡指定区域

における工作物の厳しい制約は、史跡公園として整備に期待する住民意識に相当の差異が

あるのではないかと感じているところであります。 

 さらに、国府町では、歴史学習の拠点として、町立因幡万葉歴史館が設置されており、

ある意味で面的整備を歴史、文化ゾーンの整備例として視察することを期待しておりまし

たが、たまたま休館日ということで視察することが出来ませんでした。 

 続いて、１０月２１日は、島根県の松江市を訪ね、史跡藤ノ木古墳のあり方を考える上

で参考にしたいという目的で、山代二子塚古墳、風土記の丘資料館、岡田山古墳等の現地

を見聞し、出雲国分寺跡や出雲国府庁跡の発掘現場を踏査しながら、史跡中宮寺跡 

の整備に役立てることが出来ればという視点で視察研修を続けさせていただきました。 

 松江市では、数多くある古代遺跡の保存整備を県と市が役割分担をしながら一定の地域

ゾーンを設定して、積極的に整備を推進している姿勢を実感いたしました。特に今回の視

察研修の中で強く感じたことは、史跡地の規模や範囲に差異があったとしても、史跡を大

切に保存しながら、その特徴を生かし、どのようにして観光行政と連動した地域づくりが



出来るかどうかが最大の課題であり、その中に歴史資料館の構想、位置づけを考えること

が大切だと改めて認識を深めました。 

 また、古代文化財の保存整備と観光行政の実行性を高めるために、そのアクセスとなる

道路の整備は、欠かすことの出来ない絶対的な条件になるとの思いを強めたところであり

ます。 

 今回の総務常任委員会の視察研修には、教育委員会の平田技師の随行をいただき、適 

切なアドバイスを受け、有意義な研修視察を行うことが出来たことを感謝いたします。 

 総務常任委員会は、今回の視察研修で得た教訓をもとに、今後益々議論を深め、真に歴

史と文化が暮らしの中に息づく斑鳩のまちづくりに役立ててまいりたいと願いつつ、視察

研修の報告とさせていただきます。 

 尚、研修視察でいただきました視察地の関係資料は、議長報告書に添付をいたしており

ますので、ご参照いただければ幸いであります。 

 続いて、１１月１９日に総務常任委員会を開催しましたので、その審査事項について報

告をします。 

 まず、報告の第１は、継続審査事案としています藤ノ木古墳の整備状況についてであり

ます。墳丘の範囲確認と宝積寺跡の調査目的とする第５次発掘調査が９月から実施されて

いますが、その結果、墳丘の形状は直径５０メートルを超える大型の円墳であることが確

認され、また宝積寺跡の調査では、その存在をうかがい知る状況にあることから、さらに

範囲を広め、調査を継続することにしており、１２月段階で一定の目処をつけたいと考え

ているとのことであります。 

 また、史跡中宮寺跡の公有化については、本年度予定取得地面積８，３７２．６８平方

メートル、地権者９名、１７筆について合意を得ることが出来ましたので、この議会で史

跡中宮寺跡の一部用地を取得し、公有化するための事案を提出出来る状況になったという

説明があり、これを了承したところであります。 

 その他の審査事項として、１２月定例会の付議予定議案で総務常任委員会に関わる事案

として説明し、理解が求められました。 

 その中の１つとして、斑鳩町男女共同参画推進条例を１２月議会で制定したいとして原

案が提示をされ、趣旨説明が行われましたが、委員会としては、条例制定の趣旨は理解出

来るが、個別条文についてさらに検討し、３月議会で成立を目指すことが望ましいという

ことになりました。 



 また、人事院勧告に準拠して、斑鳩町の一般職の職員の給与並びに常勤、非常勤の職員

の報酬等を減額するための関係３条例の改正案と、それに伴う人件費の削減補正を主たる

内容とする一般会計補正予算（第７号）及び先に行われた衆議院選挙の費用に関わる一般

会計補正予算（第６号）の専決処分などの予定議案として準備を進められているという説

明を理解いたしました。 

 また、各課報告事項の中では、大字龍田財産区に係る建物の収去、土地明渡し請求事件

について、１０月１４日の公判で、今後の公判は合議制に切り替え、２回ないし３回の審

議で結審したいとの意向が裁判所から示されたということが報告されました。 

 その他、委員から若干の質疑、意見が述べられていますが、割愛させていただきたいと

思います。 

 以上が総務常任委員会の今日までの経過の報告であります。終わります。 

○議長（森河昌之君）  次に、日程６、都市基盤整備特別委員長報告についてを議題とい 

たします。 

 同じく閉会中における都市基盤整備特別委員会の審査結果についての報告を求めます。

１５番、中西委員長。 

○都市基盤整備特別委員長（中西和夫君） それでは、都市基盤整備特別委員会委員長報 

告をさせていただきます。 

 ９月定例会後、閉会中の１１月２５日に、全委員出席のもと都市基盤整備特別委員会を

開催し、継続審査案件について審査を行いました。その審査の概要についてご報告いたし

ます。 

 初めに、継続審査案件であります都市計画道路の整備促進に関することについてのうち

、いかるがパークウェイについてを議題とし、担当課長から、前回の委員会以後の経過及

び対応について説明を受けました。 

 まず、小吉田モデル区間の景観整備工事について、いかるがパークウェイ小吉田地区改

良その他工事として、９月１０日に入札が執行され、株式会社尾田組が落札し、来年の２

月２９日までの工期で契約をされている。１０月９日には、国、町、請負業者が出席し、

小吉田自治会に工事の説明会を開催し、植栽等道路表面の景観整備内容についてご理解を

いただく中、現在工事に着手されている。工事内容としては、パークウェイ本線の道路排

水工や植栽帯工、防護柵工及び舗装工の他、町道との取り付け部分の拡幅工事及びパー

クウェイの雨水排水を放流するための水路工事が行われることとなっている。 



 次に、第７回いかるがパークウェイ推進協議会を９月１日に開催し、モデル区間完成後

の評価方法について議論をいただいた。まず、ＰＲを十分する必要があるとのことから、

パネル展示やチラシの配布、植樹体験会などに取り組み、障害者や高齢者の参加によるバ

リアフリー通行体験会、アンケート調査を評価方法として実施することを取りまとめられ

た。これを受け、協議会広報第３号の全戸配布、公民館や南都銀行でのパネル展示を実施

し、年明けの１月から２月ごろには植樹体験会や通行体験会を予定している。 

 次に、モデル区間西側から竜田川までの稲葉車瀬区間について、９月５日に関係権利者

や地元役員の方々に、幅杭設置についての説明会を開き、ご理解をいただいた。１０月６

日から２４日にかけて、幅杭の設置作業が完了し、１２月６日に土地所有者等関係者にお

集まりいただき、土地の境界確定について現地立会を予定している。 

 次に、三室交差点の鬼坂付近の狭隘部分の改良については、９月に２軒の物件の家屋補

償調査が完了し、権利者には概ねご理解を得ており、特に問題なく進んでいくものと考え

ているとの報告がありました。 

 本件について、委員より、パークウェイに関連した町道部分の工事の入札は終わってい

るのかとの質問に、水路整備については、パークウェイの排水の関係もあり国で行ってく

れるが、取り合い部分以外の道路拡幅部については、町で施工することになっている。ま

だ発注はしていないが、設計が終わっているので、早急に行っていく予定であるとの答弁

がありました。 

 次に、法隆寺線についてを議題とし、担当課長より、現状についての説明を受けました

。 

 現在、龍田南２丁目と小吉田において工事発注の準備を行っている。龍田南２丁目は、

町道との交差部付近の改良工事で、小吉田はパークウェイモデル区間の供用に併せて法隆

寺線も一部供用開始をする予定から、パークウェイから服部道までの間の舗装工事を予定

している。また、いかるがの里服部農住土地区画整理事業地内の法隆寺線の改良工事も併

せて発注する予定である。 

 尚、用地買収は具体的な進展が見られないものの、現在も交渉を進めているとのことで

した。 

 本件については、委員より若干の質問があり、理事者より一定の答弁がなされておりま

す。 

 次に、その他路線についてを議題とし、担当課長より、前回の委員会後の経過について



説明を受けました。 

 都市計画道路法隆寺門前線について、１軒の残存物件があり、現在係争中である。１１

月１２日には、裁判所による現地調査が行われた。現在、西側部分では工事が進められて

おり、発掘調査も終わり、石張り等の表面工事が進められているとの現在の状況について

説明があり、委員からの質問には、担当課長より一定の答弁がなされたところであります

。 

 また、その他路線として、委員より、都市計画道路郡山斑鳩王寺線の三室交差点から昭

和橋の間について、この区間の整備について町としての考え方が問われ、先般も国、県と

協議を行ったが、三室交差から香芝までを一体的な都市計画決定の変更ということの中で

、既にある道との取り合い等の調整に時間がかかっていると聞いているとの答弁がありま

した。 

 続いて、２件目の継続審査案件でありますＪＲ法隆寺駅周辺整備事業に関することにつ

いてを議題とし、担当課長から説明を受けました。 

 前回の委員会以降、引き続き２面２線による駅舎橋上化についてＪＲと協議を重ね、今

般２面２線による橋上化計画について具体的な協議を進める確認が出来、橋上駅舎、自由

通路等の基本設計の入札を行い、発注したところである。この基本設計は、橋上駅舎、自

由通路の基本設計と、南北駅前広場及び周辺道路の一部の基本設計を実施し、橋上駅舎、

自由通路の意匠をはじめ、構造、設備等についての全体像を明らかにし、実施プランを絞

り込んでいくということになる。駅前広場や周辺道路についても、道路機能の改善計画等

の具体的な資料を整えながら、関係者のご理解を得るべく事業を推進したいと考えている

との説明を受けました。 

 委員より、区画道路を主とする駅前広場までの道路網であれば、実際にその道路が整備

されたら、地域としてこれでいいのかということで、肝心な町の構想部分が出来にくくな

るのではないかとの質問があり、昭和６１年の都市計画道路の検討委員会から、法隆寺駅

周辺整備については調査、研究をしてまいり、その中で色々な事業の話があったが、現在

は南側の整備に当たっての都市計画決定、土地区画整備について行き詰まっている状況で

あるということでご理解をいただき、駅舎橋上化の方針で進みたいと考えているとの答弁

がありました。 

 また、委員より、基本設計を進める中で、道路や広場、公益的な施設も含め全体的にや

っていかないと、この道路網の整備では難しい面があると思う。また、工事中の資材搬入



について地元とのトラブルも心配される。さらに、三代川改修や踏切改修といった問題も

絡んでくる部分なので、もう少し真剣に全体を考えて利用しやすいように考えてもらいた

いとの意見がありました。 

 最後に当委員会は、閉会中の所管事務について先進地施策を計画しておりましたが、１

０月６日、７日の両日にわたり、駅舎・駅前広場等整備についての目的で、兵庫県播磨町

及び岡山県総社市に予定どおり先進地視察を実施してまいりました。 

 播磨町では、ＪＲ土山駅の駅舎橋上化事業において、自由通路整備や駅前広場整備を中

心とした土山駅周辺地区のまちづくり総合支援事業についてを、また総社市では、ＪＲ総

社駅の駅舎橋上化と駅周辺整備についてを、それぞれご担当の方より説明を受け、現地も

見学をさせていただきました。当町の法隆寺駅周辺整備事業と似通った部分も多かったこ

とから、今後の施策の参考となったと考えております。 

 他、詳細につきましては、先進地視察報告書にまとめておりますが、この視察研修に同

行していただきました担当課の職員の皆様方にも感謝を申し上げまして報告とさせていた

だきます。 

 以上が、閉会中における当委員会の審査の概要であります。詳細については、会議録に

整理しておりますので、ご覧いただきたいと思います。 

 これをもちまして、都市基盤整備特別委員会委員長報告とさせていただきます。ご清聴

ありがとうございました。 

○議長（森河昌之君）  以上で、閉会中における各委員会の委員長報告が終わりました。 

 次に、日程７、議案第４６号 特別職の職員で非常勤のものの報酬、費用弁償及び期末

手当に関する条例の一部を改正する条例について、日程８、議案第４７号 特別職の職員

で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例について、日程９、議案

第４８号 斑鳩町の一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について、日

程１０、議案第４９号 史跡中宮寺跡の用地の取得について、日程１１、議案第５０号 

平成１５年度斑鳩町一般会計補正予算（第７号）について、日程１２、議案第５１号 平

成１５年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）について、日程１３、議

案第５２号 平成１５年度斑鳩町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）について、

日程１４、議案第５３号 平成１５年度斑鳩町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）

について、日程１５、議案第５４号 平成１５年度斑鳩町水道事業会計補正予算（第３号

）について、日程１６、認定第９号 町道認定について、日程１７、同意第１０号 斑鳩



町固定資産評価審査委員会委員の選任について同意を求めることについて、日程１８、報

告第１５号 議会の委任による町長専決処分の報告について（平成１５年度斑鳩町一般会

計補正予算（第６号）について）、日程１９、要請第２号 「義務教育費国庫負担制度の

堅持を求める意見書」をあげていただくにあたっての趣意書、以上１３議案を一括上程い

たします。 

 これより、本定例会に付議されました要請第２号を除く１２議案について総括提案説明

を求めます。小城町長。 

○町長（小城利重君） それでは、本定例会に付議いたしました各議案の概要につきまし 

てご説明をいたします前に、少しお時間をいただきまして、現在、町が進めております事

業につきまして、その考え方なり、現在の状況等につきまして、ご説明申し上げ、議員皆

様方のご理解とご協力をお願いしたいと思います。 

 はじめに、（仮称）総合福祉会館の整備についてであります。 

 平成１５年度内の用地取得に向け、建設候補地の地権者のご協力を得るべく、これまで

、まず、地元説明会を開催させていただき、その後個別交渉をさせていただいてきたとこ

ろであります。今後、早期実現に向けさらに地権者のご協力を得られるよう不退転の決意

をもって積極的に取り組んでまいりたいと考えております。 

 次に、可燃ごみ収集のステーション化についてであります。 

 可燃ごみ収集のステーション方式の導入につきましては、各自治会におきまして種々ご

検討をいただき、住民の皆様方のご理解とご協力によりまして、現在、検討中の自治会も

ありますものの、可燃ごみのステーション化が順調に進んでおりまして、収集の効率化、

迅速化が図られているところであります。 

 残る自治会につきましても、自治会内で種々ご検討をいただいておりますが、町といた

しましても、地元に入りまして、説明会の開催等を行うなど、住民の皆様方のご理解とご

協力が得られるよう努めているところであり、今後も引き続き、粘り強く各自治会と協議

を重ねながら、ステーション化の推進を図ってまいりたいと考えております。 

 次に、道路・交通体系の整備といたしまして、平成１１年度から平成１５年度までの道

路整備５カ年計画に係る路線につきましては、当初計画の１３路線に加え、平成１４年度

での中間見直しで追加を行いました５路線の計１８路線で取り組んでまいりましたところ

、現在まで４路線が完了に至ったところであります。 

 当該計画は本年度が最終年度であることから、新道路整備５カ年計画に係る路線につき



まして、議会とも相談させていただきながら策定に向けて検討を行ってまいりたいと考え

ております。 

 次に、いかるがパークウェイ整備事業についてであります。現在、国において小吉田モ

デル区間４００メートルの工事を進めていただいており、本年度中に町事業の法隆寺線の

一部の供用開始とともに供用を開始していただく予定であります。尚、より多くの町民の

皆様にモデル区間の整備内容をＰＲするため、公民館等においてパネル展示等を行ってい

るところであります。 

 また、小吉田モデル区間から西への竜田川までの延伸区間におきましては、地元関係者

及び地権者への説明会等を経て幅杭の設置作業も終えたところであります。今後は関係者

による現地立ち会いをお願いしていく予定で進めていただいており、延伸区間につきまし

ても着々と事業の進捗を見ているところであります。これもひとえに、議員皆様方をはじ

め関係者の皆様のご理解とご協力によるものであり、深く感謝を申し上げる次第でありま

す。町といたしましても、今後さらに当該区間の関係者の皆様や国とも十分調整しながら

、スムーズに事業が進むよう努めてまいりたいと考えております。 

 次に、ＪＲ法隆寺駅周辺整備事業についてであります。 

 ＪＲと協議を重ねてきた中で、２面２線化による駅舎橋上化計画につきまして具体的に

協議を進めることの確認が出来ましたので、現在、橋上駅舎や自由通路等の基本設計を行

っておりまして、本年度中に駅舎の意匠等の実施プランを絞り込めるよう作業を進めてい

きたいと考えております。 

 次に、小中一貫教育に係る調査研究の進捗状況についてであります。 

 ９月議会定例会におきまして、先進地視察のための補正予算を議決していただきました

が、去る１１月２１日に斑鳩町小中一貫教育調査研究会の委員が、東京都品川区、静岡県

富士市及び京都市の３カ所に、それぞれ分かれて研修をしてまいりました。 

 その内、品川区と富士市におきましては、文部科学省の指定による「研究開発学校」と

して、実践的研究を行っておりまして、当町におきましてもこうした実践的な研究を行う

ことも必要ではないか、と考えているところであります。 

 いずれにいたしましても、現在のところまだ具体的な方針を定めるまでには至っていな

い状況でありますが、今後も慎重かつ活発な議論を進めていただきたいと考えております

。 

 次に、町の重要遺跡の保存整備についてでありますが、今年９月１日から着手いたしま



した史跡藤ノ木古墳の史跡整備に伴う発掘調査につきましては、１２月中旬には調査が終

了出来る見込みとなっております。今回の調査目的であります藤ノ木古墳の墳形と墳丘規

模につきましては、墳丘の東側すそ部の検出により、規模がやや大きくなり、５０メート

ル級の円墳であることがほぼ明らかになりました。また宝積寺につきましては、建物遺構

につきましては明確ではありませんが、境内地を得るために墳丘南側の一部を削っており

まして、後世に墳丘風に盛土による造成をしていることが明らかとなり、またその盛土層

の下面で江戸時代末頃の寺の焼失の記事を裏付けると思われる焼けたような痕跡が認めら

れており、藤ノ木古墳の石室がどのように保護されていたかに迫る手掛かりとなるものと

期待しております。 

 また、発掘結果の公開でありますが、去る１１月２１日には町内住民を対象に、２２日

には一般の方々を対象に現地説明会を開催いたしましたところ、約１，０００人の方々が

現地説明会に参加いただきまして、藤ノ木古墳の文化財的価値を再認識していただいたと

ころでございます。これらの調査成果等につきましては、今後、文化庁や奈良県とも十分

に協議を進めるとともに、整備に向けての指導も賜ってまいりたいと考えております。 

 続きまして、史跡中宮寺跡につきましては、平成１３年８月１３日で計画範囲の全域が

史跡指定を受けたことから、史跡公園として整備を実施するため、平成１５年度から平成

１７年度の３カ年計画で用地の買収計画を立て、鋭意努力を重ね地権者と交渉をしてまい

りました結果、平成１５年度分について地権者のご理解を得ることが出来ましたことから

、今議会に用地取得についての議案を上程させていただくこととなりましたので、よろし

くお願いいたします。 

 次に、町史跡駒塚古墳と調子丸古墳につきましては、保存と活用を目的とした整備を実

施するため、平成１５年度に用地の取得を行っていくことにしており、現在、所有者の方

で境界の確定作業を行っていただいているところであります。 

 次に、公共下水道事業につきましては、安全で快適なまちづくりの一環としまして、快

適な住環境を築き、公衆衛生を向上させるとともに、河川等、いわゆる公共水域の水質汚

濁防止を図るため、事業に着手しており、議員皆様方のご理解とご協力によりまして、平

成１７年度から一部の地域で供用開始が出来ることとなりました。供用開始時には、より

多くの皆様方にご利用いただきたいことから、現在、供用開始に向け公共下水道の整備が

完了しております区域の自治会に対しまして、公共下水道への接続につきましての説明会

の開催を進めており、まず、９月に関係自治会長に対する説明会を開催し、１１月から関



係自治会への説明に入っており、今年度中に整備済区域の自治会の説明会を終了するよう

進めております。 

 また、今年度に予定いたしておりました工事・測量設計委託につきましても、全て発注

し、現在、順調に進捗しているところであります。 

 それでは、本定例会に付議いたしました各議案の概要につきまして説明をいたします。 

 まず、議案第４６号 特別職の職員で非常勤のものの報酬、費用弁償及び期末手当に関

する条例の一部を改正する条例についてであります。 

 国において、特別職の職員の給与に関する法律及び二千五年日本国際博覧会政府代表の

設置に関する臨時措置法の一部を改正する法律が、去る１０月１６日に公布されたところ

であり、この改正に準じて、町議会議員の期末手当の支給率を改正するものであります。 

 次に、議案第４７号 特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を

改正する条例についてであります。 

 議案第４６号と同じく、特別職の職員の給与に関する法律及び二千五年日本国際博覧会

政府代表の設置に関する臨時措置法の一部を改正する法律が、去る１０月１６日に公布さ

れたことから、この改正に準じて、町長、助役、収入役の期末手当の支給率を改正するも

のであります。 

 次に、議案第４８号 斑鳩町の一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

についてであります。 

 平成１５年度の人事院勧告に基づく国家公務員の給与改定に係る一般職の職員の給与に

関する法律の一部を改正する法律が、去る１０月１６日に公布されたところであり、当町

職員の給与につきましても、国家公務員の給与改定に準じて所要の改正を行うものであり

ます。主な内容といたしましては、基本給で平均１．０７％の引き下げと、扶養手当では

、配偶者に係る支給月額を１万４，０００円から１万３，５００円に引き下げ、また、通

勤手当では、交通機関等利用者について、６カ月定期券等の価額による一括支給を基本と

するとともに、自動車等使用者の使用距離区分を４段階増設と、期末手当においては、支

給率を０．２５月分削減する改正を行うものであります。 

 次に、議案第４９号 史跡中宮寺跡の用地の取得についてであります。 

 冒頭で申し上げましたとおり、平成１５年度から平成１７年度の３カ年計画で用地の取

得を進めていくことにしておりますが、今回、計画範囲の面積約２万７，０００平方メー

トルの内、平成１５年分として８，３７２．６８平方メートルを買上げするものでありま



す。 

 契約の相手方は、壁谷 二外８名で、契約金額は、２億５，０４４万４，６１２円であ

りまして、議会におきまして、用地の取得についての議決を賜りました後、本契約を締結

しようとするものであります。 

 次に、議案第５０号 平成１５年度斑鳩町一般会計補正予算（第７号）についてであり

ます。 

 既定の予算の総額に歳入歳出それぞれ１，７０２万９，０００円を追加し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ８４億２，５６１万３，０００円とするものであります。 

 その主な補正の内容といたしましては、まず歳入予算では、第１２款国庫支出金では、

第１項国庫負担金で、児童手当の支給に係る負担金及び保険基盤安定負担金の国庫承認の

増額により、第１目民生費国庫負担金を３１８万８，０００円増額し、第２項国庫補助金

につきましては、斑鳩小学校南館校舎耐震補強工事に係る国庫補助事業の補助率が当初３

分の１の事業としていたものが、２分の１の補助事業に該当するとされたこと、及び斑鳩

中学校トイレ改修工事が新たに承認されたこと等により、第５目教育費国庫補助金で８７

１万９，０００円の増額補正をお願いするものであります。 

 次に、第１３款県支出金では、第１項県負担金、第２目民生費県負担金で、民生費国庫

負担金と同様の事由により８５万２，０００円の増額、第２項県補助金につきましては、

医療費助成に係る県補助金の増額及び産休等代替職員設置事業が新たに承認されたことか

ら、第２目民生費県補助金で３８７万円の増額補正をお願いするものであります。 

 次に、第１９款町債では、第１項町債、第４目教育債で、史跡中宮寺跡の用地購入事業

につきまして、本年度の事業費が確定しましたことから、史跡中宮寺跡用地購入事業債４

０万円の増額補正をお願いするものであります。 

 続きまして、歳出予算の補正でありますが、給料及び職員手当等の職員人件費につきま

しては、４月に実施いたしました人事異動及び人事院勧告による給与条例改正に伴う補正

を、それぞれの費目におきまして計上させていただいております。 

 人件費以外の主な内容につきまして、ご説明させていただきます。 

 第２款総務費では、第１項総務管理費 第１目一般管理費で、産休等に係る臨時職員の

雇用が当初見込みを下回ることから、臨時職員賃金及び社会保険料等で２４１万５，００

０円を減額、第６目企画費につきましては、合併協議会の運営に係る負担金１００万円の

増額補正をお願いするものであります。 



 また、第４項選挙費、第４目斑鳩町議会議員選挙費では、選挙執行経費の確定により、

２３５万３，０００円の減額補正をお願いするものであります。 

 次に、第３款民生費では、第１項社会福祉費 第１目社会福祉総務費で、国民健康保険

事業特別会計における人件費、事務費に係る予算補正に伴う国保職員給与費等繰出金の増

額及び普通交付税の確定に伴う国保財政安定化支援事業繰出金の減額により、国民健康保

険事業特別会計への繰出金８３５万６，０００円の減額補正をお願いするものであります

。 

 また、第６目医療対策費については、重度心身障害老人等医療費助成金等の増加により

、８５５万円の増額、第８目国民健康保険医療助成費では、国民健康保険事業特別会計に

繰り出します保険基盤安定繰出金の見込額が確定したことにより、２００万５，０００円

の増額、第１３目介護保険事業繰出費では、介護保険事業特別会計における人件費に係る

予算の補正に伴う職員給与費繰出金１万６，０００円の増額補正をお願いするものであり

ます。 

 さらに、第２項児童福祉費 第２目児童手当費では、児童手当給付費の増加により、２

８８万５，０００円の増額補正をお願いするものであります。 

 次に、第４款衛生費では、第２項清掃費 第２目塵芥処理費で、ごみステーションの整

備につきましては、可燃ごみ集積所における猫やカラス等の被害対策としまして、ごみ収

納ボックス等の設置を町で行っているところでありますが、今般、自治会からの設置要望

件数が当初見込みを大幅に上回ることから、４００万円の増額補正をお願いするものであ

ります。 

 次に、第７款土木費では、第４項都市計画費 第２目公共下水道費で、公共下水道事業

特別会計における人件費に係る予算の補正に伴う職員給与費繰出金の減額、及び消費税還

付金の確定に伴う公共下水道事業費繰出金の増額等により、公共下水道事業特別会計への

繰出金３８９万８，０００円の増額補正をお願いするものであります。 

 次に、第９款教育費では、第１項教育総務費 第３目私立学校振興費で、就園奨励費補

助金の交付を希望される保護者の数が当初を上回る見込みから、私立幼稚園就園奨励費補

助金２６２万８，０００円の増額補正をお願いするものであります。 

 また、第５項社会教育費 第１目社会教育総務費では、社会教育指導員の報酬９６万４

，０００円、第３目公民館費で、公民館館長の報酬２０６万８，０００円を、それぞれ雇

用及び配置形態の変更により減額補正をお願いするものであります。 



 第４目文化財保存費では、中宮寺跡史跡用地購入事業におきまして、買収単価が確定し

、本年度で買収いたします面積、金額等がかたまりましたことから、４４万５，０００円

の増額補正をお願いするものであります。 

 最後に、第１２款予備費につきましては、今回の予算補正から生じました財源８，０９

４万３，０００円を留保させていただく補正をお願いしております。 

 次に、議案第５１号 平成１５年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号

）についてであります。 

 既定の予算の総額から歳入歳出それぞれ２９５万１，０００円を減額し、歳入歳出予 

算の総額を歳入歳出それぞれ２０億８，５５７万８，０００円とするものであります。 

 その内容といたしまして、歳入では職員給与費等繰入金１５９万２，０００円、国民健

康保険基盤安定繰入金２００万５，０００円、財政調整基金繰入金３４０万円のそれぞれ

の増額補正と財政安定化支援事業繰入金９９４万８，０００円の減額補正をお願いするも

のであります。 

 職員給与費等繰入金につきましては、担当職員の異動及び人事院勧告等による給与条例

改正に伴う人件費、並びに事務費用の補正に伴うものであります。また、国民健康保険基

盤安定繰入金と財政安定化支援事業繰入金が確定したことによりまして、それぞれを補正

し、予備費を削減してもなお歳入に不足を生じますことから、基金からの繰り入れに係る

補正をお願いするものであります。 

 歳出では、人件費及び奈良県国民健康保険団体連合会が行っております診療報酬明細書

の共同電算処理システムの改定に対応するための経費の増額１５９万２，０００円、歳入

減少に伴う予備費の４５４万３，０００円の減額補正をお願いするものであります。 

 次に、議案第５２号 平成１５年度斑鳩町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）

についてであります。 

 既定の予算の総額から歳入歳出それぞれ４１万９，０００円を減額し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ１３億７，７９８万１，０００円とするものであります。 

 まず、歳入につきましては、第３款繰入金で、歳入歳出の差し引きより、一般会計繰入

金３８９万８，０００円の増額、第５款諸収入で、消費税の確定に伴う還付金の減で、４

３１万７，０００円の減額補正をお願いするものであります。 

 一方、歳出につきましては、第１款下水道費で、人事院勧告による給与条例改正及び人

事異動に伴います人件費で２０４万２，０００円の減額、また、第２款公債費で、繰越事



業の執行に伴い借り入れた地方債の償還利息で１６２万３，０００円の増額補正をお願い

するものであります。 

 次に、議案第５３号 平成１５年度斑鳩町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）に

ついてであります。 

 既定の予算の総額に歳入歳出それぞれ４１万６，０００円を追加し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ１１億１，５２２万９，０００円とするものであります。 

 人事院勧告による給与条例改正及び人事異動に伴う人件費で１万６，０００円の増額補

正をお願いするものです。人件費以外につきまして、歳入では、国民健康保険団体連合会

において介護保険給付の適正化を目的として介護費用適正化特別対策事業が実施されるこ

ととなり、当該事業の実施に要する事業費として給付金４０万円を受け入れるための増額

補正をお願いするものであります。 

 歳出では、当該事業の実施に伴いますシステムの構築等に係る所要の増額補正をお願い

するものであります。 

 次に、議案第５４号 平成１５年度斑鳩町水道事業会計補正予算（第３号）についてで

あります。 

 収益的支出といたしまして、人事院勧告による給与条例改正及び人事異動に伴います人

件費等で９２２万３，０００円の減額と、資本的収入といたしまして、石綿セメント管更

新事業の国庫補助金確定により３１１万９，０００円の増額補正をお願いするものであり

ます。 

 次に、認定第９号 町道認定についてであります。 

 阿波２丁目、法隆寺南２丁目、法隆寺南１丁目地内の位置指定道路の寄附を受けた３路

線及び道路新設改良工事により拡幅整備を行いました龍田南６丁目地内の１路線の計４路

線の認定をお願いするものであります。 

 次に、同意第１０号 斑鳩町固定資産評価審査委員会委員の選任について同意を求める

ことについてであります。 

 現委員の中永良孝氏の任期が平成１５年１２月２２日をもって満了することから、引き

続き、同氏を選任いたしたく同意を求めるものであります。 

 次に、報告第１５号 議会の委任による町長専決処分の報告について（平成１５年度斑

鳩町一般会計補正予算（第６号）について）であります。 

 既定の予算の総額に歳入歳出それぞれ１，１４０万９，０００円を追加し、歳入歳出予



算の総額を歳入歳出それぞれ８４億８５８万４，０００円とするものであります。 

 去る１０月１０日に衆議院が解散され、総選挙等が実施されたことに伴い衆議院議員選

挙執行経費につきまして、同日付をもって地方自治法第１８０条第１項の規定により、議

会の議決により指定された事項について、専決処分を行わせていただいたものであり、同

法同条第２項の規定により議会に報告するものであります。 

 以上で、提案いたしましたそれぞれの議案につきましての概要説明を終わらせていただ

きますが、いずれの議案につきましても温かいご審議を賜りまして、原案どおりご議決ま

たはご承認いただきますようお願い申し上げます。ご清聴ありがとうございました。 

○議長（森河昌之君）  午後１時まで休憩いたします。 

         （午前１１時３６分 休憩） 

 

           （午後 １時００分 再開） 

○議長（森河昌之君） 再開いたします。 

  これより、議事日程に従い議事を進めてまいります。 

 日程７、議案第４６号 特別職の職員で非常勤のものの報酬、費用弁償及び期末手当に

関する条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

 お諮りいたします。本案については、会議規則第３９条第２項の規定により、委員会付

託を省略することにご異議ございませんか。 

         （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（森河昌之君）  異議なしと認めます。よって議案第４６号については、委員会付 

託を省略いたします。 

 本案について、理事者の説明を求めます。植村総務部長。 

○総務部長（植村哲男君） それでは、議案第４６号 特別職の職員で非常勤のものの報 

酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例についてご説明申し上げま

す。 

 まず、議案書を朗読させていただきます。 

 議案第４６号 

        特別職の職員で非常勤のものの報酬、費用弁償及び                                                      

        期末手当に関する条例の一部を改正する条例について 

 標記について、地方自治法第１４９条の規定により、別紙のとおり提出し、議会の議決



を求めます。 

 平成１５年１１月２８日提出 

                            斑鳩町長 小城利重 

 今回の当条例の改正内容は、議員皆様方の期末手当の支給率を０．２カ月減じる改正で

ございます。それでは、要旨をもってご説明をさせていただきますので、議案書の最後の

ページをお開きいただきたいと思います。 

         特別職の職員で非常勤のものの報酬、費用弁償及び  

         期末手当に関する条例の一部を改正する条例（要旨） 

 特別職の職員の給与に関する法律及び二千五年日本国際博覧会政府代表の設置に関する

臨時措置法の一部を改正する法律（平成１５年法律第１４２号）が、平成１５年１０月１

６日に公布されたことに伴い、この改正に準じまして、下の表のとおり、議会議員の１２

月期の支給割合、支給率のことでございますが、支給割合を１．６カ月に引き下げ、平成

１６年度の期末手当の支給率を、６月期は１．６カ月、１２月期は１．７カ月とする改正

を行うものでございます。 

 尚、この条例の施行日でございますが、本年１２月期の期末手当の支給率を１．６カ月

に改正を行うため、交付の日の属する月の翌月の初日、すなわち１２月１日といたしたい

と考えております。よろしくご理解賜りますようにお願い申し上げます。 

 以上、簡単でございますが、議案の説明とさせていただきます。何とぞ温かいご審議を

賜りましてご承認いただきますようお願い申し上げます。 

○議長（森河昌之君）  説明が終わりましたので、本案について質疑をお受けいたします 

。１４番、里川議員。 

○１４番（里川宜志子君） この改正につきましては、国の方でも全会一致で国会を通過 

しているということを理解しておりますので、私もあえてこの議案に対しまして反対する

ものではないんですけれども、ただ、非常にこの間ずっと私達の報酬につきましても、非

常に減額が続いているという状況がございまして、国会での通過した時の内容としまして

は、特別職が一般職と比べて非常に高額であるということから、国では、国会の方は全会

一致で通過もした。 

 そして、色々見てみますと、市レベルでは、かなり報酬の方も高いですし、けれどもそ

の反面町村になりますと、国とは比較になりませんけれど、市と比べても比較にならない

という側面もあるということも申し上げておきたいと思うんですが、この間に、私議員に



なってからも、報酬の月額が２９万円という時点もございました。それから、報酬審議会

を開いていただいて３０万円となった時もございました。それで、昨年また報酬が減額に

なった。さらに、今年度、期末手当の方の率が下がるということの中では、この間にどの

程度変化があったのかという認識を私としても持ちたいなということの中で、今申し上げ

ました年間報酬額がどの程度であったかということ、前もって議会事務局長の方に私はそ

ういうことが知りたいということを申し出ておりましたので、ここで議会事務局長の方か

らご答弁、総務でよろしいですか、済みません、そういうふうに申し出ておりましたので

、ご答弁の方お願いしたいと思います。 

○議長（森河昌之君）  植村総務部長。 

○総務部長（植村哲男君） あらかじめ聞いております平成７年から平成１６年の予定ま 

ででございますけども、年収といたしまして、年収でございますので、１月から１２月ま

での支払いの合計ということで申し上げたいと思います。 

 平成７年につきましては、５０６万８，４００円ということでございます。それで、１

月から３月については２８万が、２９万、１万円アップになっております。４月以降２９

万円になっております。平成８年につきましては、５０５万７，８００円ということで、

１万６００円下がっております。これにつきましては、３月期の期末手当が０．１ポイン

ト、それと１２月期の期末手当が０．１ポイント、合計０．２ポイント落ちたことによる

影響でございます。平成９年につきましては、５１０万４，０００円ということで、４万

６，２００円のアップということでございます。これにつきましては、３月期の期末手当

につきまして０．１ポイントのアップということ、上がったわけでございます。それと平

成１０年でございますが、これにつきましては、５２６万３，３００円になっておりまし

て、１５万９，３００円のアップとなっております。これにつきましては、報酬２９万か

ら３０万ということで、４月から１万円上がっております。それと、３月期の期末手当に

つきまして、０．０５ポイント上がっております。そういった影響でございます。平成１

１年につきましては、４９８万８，０００円ということで、２７万５，０００円の減とな

っております。これにつきましては、１２月期の期末手当につきまして０．２５ポイント

下がったという影響でそういったことになっております。平成１２年度につきましては、

５０９万１，０００円ということで、１０万３，０００円の増になっております。これに

つきましては、３月期が０．０５ポイントの減、それと６月期につきましては、０．１５

ポイントの減ということで、０．２ポイントの減となっております。そういったことでご



ざいます。それと、平成１３年度でございますが、５０９万１，０００円でございます。

同じくでございます。平成１４年につきましても、５０９万１，０００円でございます。

それと、平成１５年につきましては、５１５万５，１４０円、６万４，１４０円の増でご

ざいます。それと、これにつきましては、３月期の期末手当が０．０５ポイントの減、そ

れと６月期につきましては、逆に０．２５ポイントのアップ、それと１２月期には０．９

ポイントのアップということによるものでございます。平成１６年の予定でございますが

、３月期につきましては、０．５ポイントということで、３月期はなくなります。それと

、６月期につきましては、０．１ポイント減となるわけでございまして、１２月期につき

ましても０．１ポイントアップということで、差し引き０．５ポイントの減ということに

なっていくわけでございまして、総額といたしまして４９３万６，１４０円、２１万９，

０００円の減となるわけでございます。そういった見込みでございます。 

○議長（森河昌之君）  １４番、里川議員。 

○１４番（里川宜志子君） 各年度にわたって丁寧に言っていただきましてありがとうご 

ざいました。その数字はわかりました。 

 それと、この条例改正と、当町で私達の報酬などの審議をしていただく報酬審議会です

ね、それとの関連性というんですかね、今回こういう条例改正に伴っては、報酬審議会と

の関連を町としてはどのようにお考えになっているのかというところについて、お示しを

していただきたいと思います。 

○議長（森河昌之君）  植村総務部長。 

○総務部長（植村哲男君） 議員さんもご承知のように、議員報酬及び三役の給料を改正 

する際には、今日まで特別職の報酬等審議会の意見を聞いて改正を行うようにということ

で、これは自治省通達によるものでございます。そういった取り扱いをしてきているとこ

ろであります。また、当審議会条例にも、所掌事項といたしまして、報酬と給与の改定に

つきましてご審議をいただくという旨の規定をさせていただいているところでございます

。 

 しかし、期末手当につきましては、労務の対価として支給されるものではなく、生活補

給分としての、そういった性格の給付として支給されるということから、支給率等の改定

につきましては、審議会の意見を聞くということにはなってございません。むしろ、期末

手当につきましては、生活補給的な性格から、人事院が毎年行っております公務員給与等

民間給与を比較し、官民格差に係る勧告を反映させている国会議員の支給率の改定に合わ



せて、同じ期末手当の支給率といたす方が、情勢適応の法則と、そういったことからも適

当ではないかと考えております。よろしくご理解賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（森河昌之君）  １４番、里川議員。 

○１４番（里川宜志子君） 多分総務部長の方ではそのようなお答えになるんだろうなと 

いうふうには思っておりました。私、冒頭で申し上げましたこと、そしてこの数字をお聞

かせいただきましたこと、そして報酬審議会との関連というふうに聞いてきたわけなんで

すけれども、是非共、報酬審議会の審議の内容というのは私よくわからないんですけれど

も、私達は会議の出席の費用弁償というのを議会で自ら廃止をしていこう、より住民にわ

かりやすく廃止をしていこうという私たちの努力でこのことも進めてきましたし、他町で

も、県下でも交付を受けておられる政務調査費につきましても、当面見合わせて現状維持

でいくんだというふうに我々としても頑張っているという状況がございます。 

 そんな中で、先ほど申し上げました国や市に比べてやっぱり町村というのは、国や市が

考えているような一般職との比較というたときに、そういう状況に議員の報酬はなってい

ないということ。そして、そういったこと色々含めまして、やっぱり報酬審議会で十分な

審議を今後もしていただけるのかどうかというね、そういうのが私から見れば非常に不安

に思っているわけなんです。 

 議会では、皆さんそれぞれ努力をしながらこれまで頑張ってきているという実績がある

はずなんですね。ですから、そういったところもきちっと勘案をしていただいて報酬審議

会の中での審議をしていただけるのかどうかということについて、見解をもう一度お聞き

しておきたいと思います。 

○議長（森河昌之君）  植村総務部長。 

○総務部長（植村哲男君） 当審議会につきましての所掌事項につきましては、先ほど申 

し上げたとおりでございますけども、この関係につきましても、以前から議会の方から、

他の議員さんからもご質問等をいただいておる中で、この審議会の開催につきましては、

そういったことも、ご意見があったということも我々としては審議会で申し上げておると

ころでございます。審議会におかれましても、そういったことを踏まえた中で、色々ご審

議いただいておるということでございますんで、そういった内容となっております。 

○議長（森河昌之君）  ほかにございませんか。７番、小野議員。 

○７番（小野隆雄君） 私もこの議案を見させていただいた時は、仕方ないなということ 

で考えておりましたが、今の里川議員の質問、そして総務部長の答弁を聞かせていただく



中で、もう一つちょっとお願いというんですか、聞いておきたいなと今思いましたので、

ちょっと発言しますが、今の里川議員の意見に対して、総務部長で答弁を出来るのかどう

か、ちょっと失礼な言い方になるかわかりませんけど、わかりませんが、報酬審議会を開

催する予定はあるんですか、ないんですか。 

○議長（森河昌之君）  植村総務部長。 

○総務部長（植村哲男君） 町の方針といたしましては、今回については開催するという 

ことは予定いたしておりません。 

○議長（森河昌之君）  ７番、小野議員。 

○７番（小野隆雄君） 今のこのやりとりの中では、やはりそういうことも踏まえて見て 

いってもらいたい。確かに市会議員、県会議員に比べて町村の議員の報酬というのは、色

々議論されてますが、圧縮されてるような状態だと、私もそう感じておりますし、前回の

報酬審議会の中でもそういう話もあるようなことも聞いております。また、この議案が、

期末手当の分ですので、下がるということについて、やはり報酬審議会でも、もともとの

こういうものに関して考えていってもらいたいということと、それと、本年度期末手当の

支給率の改正につきましては、法律の改正に伴っての提案ですので、トータル的に０．２

カ月ですか、これらを減額しなくてはいけないということで、現行の１２月期の１．８を

１．６と、そのように提案されている意味はわかるんですが、１６年度期末手当の支給率

、これは１６年の４月１日から施行ということで提案されておりますが、その時に６月期

を１．６、それから１２月期を１．７、このようにされているのは、どういう意味でされ

ているのか、ちょっとお示し願いたいと思います。 

○議長（森河昌之君）  植村総務部長。 

○総務部長（植村哲男君） この期末手当の支給の割合につきましては、概していわゆる 

夏よりも年末の方が多く、いわゆる費用面等生活補給給としての必要度が高いというよう

な勘案される中で、やはり１２月については高い目の支給率となっておると。そういった

中で国の方でされておるということも受けまして、当町といたしまして同様の趣旨からこ

のような改正をさせていただくということでございます。 

○議長（森河昌之君）  ７番、小野議員。 

○７番（小野隆雄君） 私これを見た時に最初勘違いしたんですよ。またそういうことが 

しなくてはいけないんかなあ。 

 それで、今部長がおっしゃっているとおり、社会一般は夏より冬の方、６月期より１２



月期の方が手当が実は高いというのが一般的なんですが、もし仮に３月ぐらいに法律の改

正等が行われたら、この今提案されている６月が１．６、それから１２月が１．７を改正

されてくるんじゃないか、同じようにね。そのように思いますので、わざわざこうして入

れていかなくてはならないような改正ではないように私は考えてます。今回こないして出

していただいてますから、理事者側のその思い、もう一度その時には出す必要がないよう

にということで出していただいているということもわかりますので、今後こういう時は、

やっぱり本来の趣旨というんですか、提案される法律改正が全体的に０．２カ月減額しな

くてはいけないということでしたら、それだけにとどめておいていただいて、またどうし

ても夏と冬のバランスということでしたら、次の議会にも改めて条例改正出していただい

た方が、何かちょっと議会へ条例改正を出すのに、１回そうして落ちたんじゃないかなと

いうようにも感じますので、その点今後どのように考えておられるのか、お尋ねしたいと

思います。 

○議長（森河昌之君）  植村総務部長。 

○総務部長（植村哲男君） 申しておられる趣旨はよく理解をいたすものでございますけ 

ども、この関係につきましては、先ほど申し上げておりますように、国に準拠していわゆ

るさしていただいているということもございます中で、その際にはまた他町、県下の状況

等も見る中でやはり判断をしていくべきではないかということで、そういったことでご理

解をお願いしたいと思います。そのような方向でまた、国の状況、県下の状況を見る中で

また判断してまいりたいと存じます。 

○議長（森河昌之君）  ７番、小野議員。 

○７番（小野隆雄君） ということは、国の法律改正についてもそのようにされたと理解 

してよろしいんですか。同じようにそういう具合に姿勢されてる。それに基づいて、とい

うことは４月１日施行の、それを逆転さした率で法律が改正されたと、このように理解し

たらよろしいんですか。 

○議長（森河昌之君）  植村総務部長。 

○総務部長（植村哲男君） 私の説明不足かもわかりませんけども、この国の改正に準じ 

てさしていただいておるということでございますんで、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（森河昌之君）  ほかにございませんか。これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。議案第４６号については、原案どおり可決することにご異議ござい

ませんか。 



         （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（森河昌之君）  異議なしと認めます。よって議案第４６号 特別職の職員で非常 

勤のものの報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例については、

満場一致で可決いたされました。 

 続いて、日程８、議案第４７号 特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条

例の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

 お諮りいたします。本案については、会議規則第３９条第２項の規定により、委員会付

託を省略することにご異議ございませんか。 

         （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（森河昌之君）  異議なしと認めます。よって議案第４７号については、委員会付 

託を省略いたします。 

 本案について理事者の説明を求めます。植村総務部長。 

○総務部長（植村哲男君） それでは、議案第４７号 特別職の職員で常勤のものの給与 

及び旅費に関する条例の一部を改正する条例についてご説明申し上げます。 

 まず、議案書を朗読させていただきます。 

 議案第４７号 

         特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に     

         関する条例の一部を改正する条例について                                               

 標記について、地方自治法第１４９条の規定により、別紙のとおり提出し、議会の議決

を求めます。 

 平成１５年１１月２８日提出 

                            斑鳩町長 小城利重 

 今回の条例改正の内容でございますが、議員の皆様と同じく、町長、助役、収入役に係

る期末手当の支給率を０．２カ月減ずる改正でございます。 

 それでは、要旨をもってご説明申し上げますので、議案書の最後のページをお開きいた

だきたいと思います。 

         特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に     

         関する条例の一部を改正する条例（要旨）                                               

 特別職の職員の給与に関する法律及び二千五年日本国際博覧会政府代表の設置に関する

臨時措置法の一部を改正する法律（平成１５年法律第１４２号）が、平成１５年１０月１



６日に公布されたことに伴い、この改正に準じて、下の表のとおり１２月期の支給割合を

、これは支給率と同じでございますが、支給割合を１．６カ月に引き下げ、平成１６年度

の期末手当の支給率を、６月期は１．６カ月、１２月期は１．７カ月とする改正を行うも

のでございます。 

 以上、簡単ではございますが、議案の説明とさせていただきます。何とぞ温かいご審議

を賜りますようにご了承いただきますようお願い申し上げます。 

○議長（森河昌之君）  説明が終わりましたので、本案について質疑をお受けいたします 

。ありませんか。これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。議案第４７号については、原案どおり可決することにご異議ござい

ませんか。 

         （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（森河昌之君）  異議なしと認めます。よって議案第４７号 特別職の職員で常勤 

のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例については、満場一致で可決い

たされました。 

 続いて、日程９、議案第４８号 斑鳩町の一般職の職員の給与に関する条例の一部を改

正する条例についてを議題といたします。 

 お諮りいたします。本案については、会議規則第３９条第２項の規定により、委員会付

託を省略することにご異議ございませんか。 

         （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（森河昌之君）  異議なしと認めます。よって議案第４８号については、委員会付 

託を省略いたします。 

 本案について理事者の説明を求めます。植村総務部長。 

○総務部長（植村哲男君） それでは、議案第４８号 斑鳩町の一般職の職員の給与に関 

する条例の一部を改正する条例についてご説明申し上げます。 

 まず、議案書を朗読をさせていただきます。 

 議案第４８号 

         斑鳩町の一般職の職員の給与に関する        

         条例の一部を改正する条例について                                        

 標記について、地方自治法第１４９条の規定により、別紙のとおり提出し、議会の議決

を求めます。 



 平成１５年１１月２８日提出 

                            斑鳩町長 小城利重 

 今回の当条例の改正内容につきましては、当町職員の給料、扶養手当、通勤手当及び期

末手当について、人事院勧告による国家公務員の給与改正に準じて条例改正させていただ

くものでございます。 

 それでは、要旨をもってご説明させていただきますので、最後のページをお開き願いた

いと思います。 

         斑鳩町の一般職の職員の給与に関する        

         条例の一部を改正する条例（要旨）                                        

 平成１５年度の国家公務員の給与に関する人事院勧告が、去る８月８日に行われ、９月

６日には国家公務員の給与改定をこの勧告どおりに実施する旨の閣議決定がなされ、また

、今臨時国会において国家公務員の給与改正法案が１０月１０日に可決成立し、１０月１

６日に公布されたところでございます。 

 このことから、当町職員の給与改定も、国家公務員の給与改定に準じて所要の改正を行

うものでありますが、今回の当条例の改正につきましては、公務員の給与水準を民間水準

にまで引き下げる内容の改正であり、その概要は下記のとおりでございます。 

 ということで、１つ目は、給料表の改定でございます。平均改定率が１．０７％の減と

なっております。 

 それと、２つ目の扶養手当の関係で、配偶者に係る支給月額を引き下げております。１

万４，０００円から１万３，５００円、５００円の減となっております。 

 次に、通勤手当でございますが、１つ目は、交通機関等利用者について、６カ月定期券

等の価額による一括支給を基本とするとともに、２分の１加算措置を廃止し、５万５，０

００円までの全額支給の範囲を拡大されております。 

 それと、自動車等使用者の使用距離区分を４段階増設されており、使用距離片道４５キ

ロメートルから６０キロメートル以上を５キロメートルごとに増設されているものでござ

います。 

 次に、４点目でございます。期末・勤勉とありますが、勤勉を削除していただきまして

、期末手当の引き下げ等でございます。下の表のとおり、本年度の１２月期の期末手当の

引き下げを行っております。０．２５カ月分の減となっております。１．７カ月が１．４

５カ月でございます。 



 それと、１６年度の年間支給月額の引き下げ、月数の引き下げということで、０．２５

カ月減ということで、４．６５分が４．４カ月となっております。 

 それと、期末手当と勤勉手当が載ってますが、期末手当だけで、勤勉手当は削除してい

ただきます。期末手当の支給割合を改定するということで、１６年度からされることにな

っております。 

 それと、５点目の年間給与での引き下げ分の調整でございますが、平成１５年４月から

１２月までの月例給の引き下げ改定に係る給与についての実質的な均衡を図るため、１２

月期の期末手当による調整措置を実施するというものでございます。 

 それと、６点目の改定時期でございますが、この公布の日の属する月の翌月の初日とい

うことで、１２月１日ということにさしていただきます。ただし、通勤手当につきまして

は、平成１６年４月１日から実施するということでございます。 

 以上でございます。 

 尚、議案の２枚目以降の条例改正分につきましては、第１条では、給料表の改正と扶養

手当及び平成１５年度に係る期末手当の支給率の改正でございまして、第２条につきまし

ては、平成１６年度から改正を実施する部分で、通勤手当及び期末手当支給率の改正につ

いてでございます。 

 それと、５ページからは条例の改正部分の新旧対照表をつけさせていただいております

が、説明については省略させていただきますので、よろしくお願い申し上げます。 

 なお、住居手当につきましてでございますが、国においては、持ち家に係る手当の月額

１，０００円の支給につきましては廃止するということといたしておりますが、本県の人

事委員会が行った勧告を見てみますと、国と地方とは実態が異なるといたしておりまして

、住居手当を廃止する勧告はなく、また県においても住居手当については廃止しないとい

うこととされております。また、郡内の各町村において調査いたしました結果、国と地方

との実態が異なるということから、住居手当の持ち家に係る手当の月額１，０００円につ

きましては、県に合わせて廃止しない方向でございますので、さらにまた組合からも住居

手当についての廃止をしない旨の要求もいただいておりますから、当町におきましても、

当町の地域性や市町村の動向を考える中で、住居手当につきましての持ち家のものに係る

月額１，０００円につきましては、現行どおり支給させていただくということでご理解を

よろしくお願い申し上げたいと思います。 

 なお、この条例の施行日につきましても、通勤手当の改正時期を除きまして、先ほども



申し上げましたが、先の特別職の条例改正と同じく１２月１日といたしておりますので、

よろしくお願い申し上げます。 

 また、予算面でございますが、人事院勧告のとおり実施いたしますと、一般会計、職員

数２１８名でございますが、一般会計ベースでは、給料で８３９万２，０００円の減額、

扶養手当で３９万６，０００円の減額、一般職の期末手当で２，２６７万円の減額、議会

議員、三役及び教育長の特別職を合わせました期末手当は、約２５０万円の減額、その他

で４６万６，０００円の減額となり、合わせまして約３，４５０万円の減額となっており

ます。 

 尚、この金額につきましては、人事院勧告に係りますものでございまして、例年１２月

におきましては、人事院勧告に係ります人件費の補正予算をお願いします時に合わせまし

て、平成１５年４月１日付の人事異動による補正もお願いをしてきておりまして、その額

は一般会計においては、職員２名及び育児休業者７名の給与の減額等により、今回３，７

００万円の減額となっております。これらの人事院勧告及び人事異動等含めました人件費

に係ります一般会計の補正予算額は、後ほど出てまいりますが、予算の中で約７，２００

万円の減額となっております。よろしくお願い申し上げます。 

 以上で、簡単でございますが説明とさせていただきます。何とぞ温かいご審議を賜りま

して、よろしくご理解を賜りますようにお願い申し上げます。 

○議長（森河昌之君）  説明が終わりましたので、本案について質疑をお受けいたします 

。１４番、里川議員。 

○１４番（里川宜志子君） 今、総務部長からかなり詳しく説明をしていただいて、私の 

知りたい部分まで割合説明が行き届いていたかとは思います。ただ、この条例改正につき

ましては、４月から１１月の間に支払われました給料、または６月期の期末手当、もう既

に支払われました部分からもマイナスをして今度の期末手当で調整をするという、非常に

不利益を遡及してはならないという、不利益不遡及の原則、法律上疑義のあるものが示さ

れているということについて、非常に大きな問題があるという点をまず私は感じていると

いうことを最初に申し上げさせていただきまして質問をさせていただきたいと思います。 

 １つ、この人勧が出まして、見させていただく中で、官民格差のマイナス１．０７％と

いうのが出てきました時には、この中に給与の月額調整額、扶養手当など、あらゆる手当

がずっとつけ加えられて、総合して見てマイナスの１．０７であると。そして、人勧の方

でそういった住居手当や通勤手当も含めた形でマイナス１．０７％官民格差があるので、



マイナス勧告をされてきたわけですね。この時に、私、通勤手当や住居手当まで含まれて

マイナスになるのかなと非常に不思議な気がしてたんですけれども、今の説明を聞いて、

またさらにちょっと混乱してるんで、ご説明いただきたいんです。 

 この議案書の要旨のところに書いていただいているのを見ますと、給料表の改定でマイ

ナスの１．０７％というふうになってますよね。ここでね。給料表においてマイナスの１

．０７％ということで、特例措置がついてくるんやと思うんですけれどもね、あと、通勤

手当については、この改正になった通勤手当については４月１日から実施しますというふ

うに言うてはるんですけれどもね、じゃあ、マイナス１．０７、人勧が言うてきたこのす

べての手当を含めた形でマイナス１．０７％しなさいとなっているものと、今出してきた

ものの私違いがわからないんですよね。見方がわからないというのか。 

 ですから、その辺のところのご説明をもう一度していただきたいのと、人勧で出てきま

した、通勤手当なんていうのは、普通もう既に支給されていて、実際通勤するために必要

だということが前提で出されている手当が含まれた形でマイナス１．０７％しなさいとい

うふうに出てきてたというふうに私は解釈してるんですけどね、その辺をもう少しもう一

度、手当のことを含めてご説明いただけますか。 

○議長（森河昌之君）  植村総務部長。 

○総務部長（植村哲男君） たまたま１．０７という数字が、現状の数字が同じになった 

ということでございますけども、当町ではいわゆる給与そのものの改定では１．０７％の

減というものでございまして、それ以外の、先ほど申し上げましたように、住居手当につ

きましては、国が廃止いたしますけども町はそのまま残すということになれば、その分は

変わっていきますので、そういったことにより、それだけの数字を見れば、それよりも減

じる額が低くなるというような、いわゆる国の１．０７よりも減じる額が低くなっていく

と。減じ率が低くなるということになっていくだろうということで考えてます。その数字

につきましては、その分についてのいわゆる影響率については算出はいたしておりません

けども、簡単に申し上げれば、それよりも数字は、いわゆる減じる数字は低くなるという

ことになってくる。わかっていただけますか。国は住居手当は廃止していくということで

削減率が高くなると。削減率が高くなるということになりますんで、斑鳩町では住居手当

については、それは廃止しない、そのまま残しておくとなれば、削減率が変わるというこ

とで、国よりも削減率が低くなるということになります。わかっていただけますかどうか

ですけども、以上でございます。 



○議長（森河昌之君）  １４番、里川議員。 

○１４番（里川宜志子君） いや、あのね、私申し上げたのは、人勧で各人の４月時点の 

比較給与項目として、民間と公務員と比較した時の給与額としては、月額俸給の調整額、

扶養手当、調整手当、初任給調整手当、住居手当、通勤手当、単身赴任手当とか、こうい

う手当類が全部入った状態でマイナス１．０７しなさいと、人勧の方はそう言うてきたと

思ってるんですね。で、斑鳩町では給料表でもう既にマイナス１．０７やと言わはるわけ

ですよね。それで、給料表でマイナス１．０７いうたら、こんな手当が入って１．０７よ

り下げる部分が多いのかなと思ってみたり、または人勧が出してきた、そんな通勤手当み

たいなん先に出して、必要な手当先に出しといて、それまでさかのぼって返せという、そ

んなえらいこと言わはんねんなという、そういう思いとあったんですけど、これ出てきて

見比べてみて、ますますわからんようになってきましたんですけれども、ということは、

通勤手当、これ疑問なんで聞かしてもらいます。通勤手当は平成１６年４月１日から実施

しますよということであれば、今人勧が通勤手当も含めてマイナス１．０７％やりなさい

よと言うてきたんは、これ適用されてないんですか、斑鳩町では。どういう意味なんでし

ょうか。その辺の手当の関係との中で、私ちょっと、ほんまにちょっとわかりにくいんで

、非常に複雑なんでわかりにくいんで、この手当の扱いのところについてをもう一度説明

をしていただきたいと思います。 

○議長（森河昌之君）  植村総務部長。 

○総務部長（植村哲男君） いずれにしましても、４月１日現在でそういう比較するわけ 

でございますけども、一つ申し上げれば、国といたしましての俸給表については、いわゆ

る平均改定率が１．１ということで、斑鳩町につきましては１．０７でございますが、１

．１と高くなっております。というのは、私たちの給料表については、国の１から８の分

で使用しております。国の分布は全然違います。それと、職員全体の数も違いますんで、

割合が変わってくるということの中で、やはり国の改定率と、国の改正に準じて行います

けども、改定率はそれぞれの職員の分布とかいうようなもので変わります。先ほど言われ

ております通勤手当につきましても、国と同じように改定いたしますので、そういった全

体の改定率の中には含まれていくということになります。その中の俸給表だけについて改

定率をうちの方では出しておりまして、１．０７％の減ということであります。その他の

影響についての全体的な、いわゆる国が言うてる１．０７に比較する改定率については、

その方は出しておりませんので、ご理解いただきたいと思います。 



○議長（森河昌之君）  １４番、里川議員。 

○１４番（里川宜志子君） 済みませんね、私、頭悪いかもわかりませんねんけど、ほん 

と、今の部長の説明でやったらようわからないんですけれども、結局、単純に聞きます。

斑鳩町ではこの４月から１１月まで職員さんに支払われた通勤手当というのは、通勤手当

の中から人勧が言うてる分については、差し引きはしはるということでよろしいんですね

。新しい部分は４月１日から実施とはなっているんですけど、そしたら１２月から３月も

どないなることなのか、ちょっとその辺のつなぎが、つながりが私ちょっとわかりにくい

ということなんです。 

○議長（森河昌之君）  植村総務部長。 

○総務部長（植村哲男君） 通勤手当につきましては、国と同じように行いますので、い 

わゆるその分の調整は４月にさかのぼってさしていただきます。それと、改定以後は、新

しい改定の内容で支給さしていただくということでございます。 

○議長（森河昌之君）  １４番、里川議員。 

○１４番（里川宜志子君） わかりました。給与だけでなく、そういった手当までも含め 

て遡及していくんだと、私最初に申し上げましたように、そういった不利益まで遡及され

るということが理解出来ました。 

 それと、先ほど部長の方から減額について、人勧の影響による減額についてのご説明し

ていただきました。これ、大きく全体で７，０００億円の減額だろうと、全体でね、言わ

れている中で、当町では３，４５０万円程度の減額であるというふうに今お聞きしたんで

すが、ただその中で私ちょっと気になったのは、地域労働者、斑鳩町という地域の労働者

、そしてそこでの地場賃金、こういったものがやっぱりどの程度にあるのか、それでそう

いった中で斑鳩町の活性化とか経済政策とか、大きく国もありますけど、斑鳩町の問題に

も影響も受けてくるんかなというのもあります。やっぱり消費、購買力にも影響があると

思うんで、それで参考までにお聞きしたいんですが、今２１８名の職員とおっしゃられま

したけれども、町内、町外の職員さんの比率はどの程度になっているのかということも併

せてちょっとお聞きをしておきたいと思います。 

○議長（森河昌之君）  植村総務部長。 

○総務部長（植村哲男君） 正確な数字でございませんが、約半々ぐらいの数字になって 

きていると、町内と町外の職員さんの配分はそれぐらいになってきておるということで、

町外が相当やはり増になってきておるということの実態であります。 



○議長（森河昌之君）  １４番、里川議員。 

○１４番（里川宜志子君） 斑鳩町の今回の給与改正について、地場賃金にしても、職員 

さんの５０％についてはやっぱり斑鳩町としても影響が出てくるんだろうなというふうに

は今感じました。 

 それと、私、臨時職員さんについて、この扱いがどんなふうになるのかというのも、こ

れを見させてもらう中で非常に疑問に思ったんです。斑鳩町も、昨今の色んな事情から、

臨時職員さんの採用を多くされていると思うんですけれども、臨時職員さんについては、

今度のこの給与改正についてどのような影響があるのか。臨時職員さんの雇用形態にもよ

ると思うんですけれどもね、そこのところについても説明を受けておきたいと思います。 

○議長（森河昌之君）  植村総務部長。 

○総務部長（植村哲男君） こういった改定がございまして、それに応じましていわゆる 

臨時職員さんの関係につきましても、若干いろうていかなけりゃならんということもござ

いますけども、そういう改定そのもの、額から見てそうえらい影響は出てこないと思いま

すけども、やはりその調整はさしていただくということになります。 

○議長（森河昌之君）  １４番、里川議員。 

○１４番（里川宜志子君） ちょっと部長の答弁、申しわけないです、私がお聞きしたの 

から言うと、不親切なご答弁であるように思うんです。雇用形態が色々あると思うんです

がと私わざわざ申し上げたと思うんですね。臨時職員さんといっても、色々あると思うん

です。幼稚園や保育所に勤めていただいている月額での臨時職員さんであったり、また庁

舎内で一般事務をとっていただいている方について、月額で来ていただいているのか日額

などで来ていただいているのか、そしてまたさらに月額であったり日額であったらどのよ

うな今回の改正がどう影響してくるのかという、出来たらそういった雇用形態に合わせて

私はご説明をいただきたかったんですけれども。 

○議長（森河昌之君）  植村総務部長。 

○総務部長（植村哲男君） 不親切ということでとられましたら申しわけございませんけ 

ども、簡単に申し上げたということでございますけども。採用形態、ちょっと申し上げま

すと、４年生大学卒業程度の学力を有する学校臨時職員、幼稚園講師、司書等の関係でご

ざいますと、日給によりましたら９，６００円がいわゆる１００円ぐらい減じていく、９

，５００円ぐらいになるだろうと考えております。それと、２年未満の関係につきまして

は、現在１７万８，４００円が１７万７，４００円ということで、１，０００円程度下が



っていくというような関係で、そのように調整をさしていただくというふうに、あとは短

大程度の学力を有する者とか、ふれあい交流センターや老人憩いの家の職員、手話通訳者

とか、色んないわゆる関係の、マイクロバスの運転手さんというような関係の場合につき

ましても、月額につきまして、現在もらっているものよりも７００円ほど下がっていくと

いうようになっております。それと、それ以外で、手話通訳さんとか学童指導員さんと、

こういうような者につきましては、時間給、日給、月給等もございます。それにつきまし

ても同様な割合で下がっていっているということと併せまして、勤勉手当につきましても

支給率を若干下げさせていただくということで、例えば４月１日から５月３１日の間の割

合につきましては、支給率は今現在は０．５４でございますが、０．５に下げさせていた

だくとか、６月１日から１１月３０日につきましては、１．６３から１．５に下げる。１

２月１日から３月３１日までについては、１．０８を１．０ということで、現在支給率３

．２５あるものを３カ月というような０．２５ポイント下げさせていただくというような

内容になっていくだろうと考えております。 

○議長（森河昌之君）  １４番、里川議員。 

○１４番（里川宜志子君） 細かい数字まで言っていただきましてありがとうございまし 

た。ただ、一番私心配してますのは、こういった臨時職員さんに対しましては、私今の質

問の冒頭で申し上げました不利益についての遡及についてはどのようになっておりますで

しょうか。 

○議長（森河昌之君）  植村総務部長。 

○総務部長（植村哲男君） この関係につきましては、いわゆる一般職の職員の関係等を 

中心に適用をさしていただくということでございまして、臨時職員については対象になら

ないと、していないということでございます。 

○議長（森河昌之君）  １４番、里川議員。 

○１４番（里川宜志子君） そしたら、今の不利益が遡及するところの対象にはなってお 

りませんが、じゃ改定について、いつからされるのかということも併せてお聞きしておき

たいと思います。ここで１１月分岐点になってますんでね、今、１２月がどうのという話

の中ではね、どこからこれを用いるのかということもやっぱり説明をきちんとしておいて

いただきたいということと、それと先ほど給与改定の率が出てたんですけれども、もちろ

んその国の方の改定率と給料表については率が多少違うんやという話を部長の説明の中に

あったんですが、実際斑鳩町のラスパイレスの指数は幾らになっているんでしょうかね。



併せてお願いします。 

○議長（森河昌之君）  植村総務部長。 

○総務部長（植村哲男君） 臨時職員さんの改定については、来年４月１日からというこ 

とでございます。 

 それと、ラスパイレスの関係につきましては、１４年でございますから、９９．９とい

うことで、国の１００に対しまして９９．９ということでございます。 

○議長（森河昌之君）  １４番、里川議員。 

○１４番（里川宜志子君） 国に対して市町村の平均は１００．５になってます。斑鳩町 

は、全国の市町村の平均より低いところにあるんだなということ今わかりました。けれど

も、職員さん皆さんよく頑張っていただいていると私は思っております。 

 それと、当初私申し上げました一番の大きな問題点なんですが、この不利益を遡及する

ということにつきまして、兵庫県で県の職員さん１０７人が１１月に裁判を起こされまし

て、その後静岡県、群馬県、そして我が奈良県の職員さんもそういった裁判を起こしてお

られる。これにつきましては、やっぱり昨年のマイナス人勧があって、さらに今回のマイ

ナス人勧、史上最悪と言われるようなマイナス人勧になってしまっている中で、やはりこ

このところきちっとしたいという職員さんの思いであるのかなというふうに思うんですけ

れどもね、この裁判については、町はどのようにお考えになっているか、お聞きをしてお

きたいと思います。 

○議長（森河昌之君）  植村総務部長。 

○総務部長（植村哲男君） 人事院勧告におきましては、公務員の給与を社会全般の情勢 

に適応さすという法との原則、国家公務員法では第２８条、地公法では第１４条のもとに

、第三者機関である人事院が毎年４月における官民給与実態の客観的な調査に基づきまし

て、国家公務員の給与等民間企業における給与の均衡を確保すべく行ってきているという

ことでございます。給与の改定方針につきましては、昭和４７年以来の長期間にわたりま

して、情勢適応の原則に基づきまして、４月にさかのぼり改定する方式がとられてきてお

り、４月からの年間給与についての官民均衡は図られてきているところでございます。 

 本年につきましても、給与については引き下げが必要となってきており、既に違法に支

給されている給与をさかのぼって不利益を変更することは、法的安定性や既得権尊重の観

点から慎重に取り扱うべきではありますが、従来どおり民間給与との均衡を図る観点から

、遡及の調整については、法施行日以降の期末手当の額の調整を行うということとしてお



りまして、このことは情勢適応の原則に照らして十分に合理性があるのではないかと考え

ております。 

 また、１２期の期末手当による調整措置につきましても、期末手当の生活補給的な性格

、または調整措置を早期に終了させるということなどを勘案いたしますと、最も適当な手

段であるのではないかと考えておりますものの、それぞれの県におきましても訴訟、裁判

をされているということもありますが、それらのことをいわゆる慎重に見ていきたいと考

えておるところでございます。 

○議長（森河昌之君）  １４番、里川議員。 

○１４番（里川宜志子君） そういった裁判の行方も見るということを言っていただいて 

おりますので、ぜひそうしていただきたいというふうには思っております。 

 人勧のこの時期ですね、人勧の勧告の時期、そしてまた人事の方では、途中でこういう

色々な計算をするということになれば、かなり煩雑な状況があると思うんですけれども、

今現在そういった人事課の方で、そういった率をぽーんと入れたら職員さん一人一人のそ

ういった額なんかがすっと替えれるとか、そういったソフト、人事の方での、今コンピュ

ータ発達してますので、どうなんかなあと思うんですけど、一々一人一人これ計算を上げ

ていかなあかんような状況なんか、参考までにお聞きしときたいと思います。 

○議長（森河昌之君）  植村総務部長。 

○総務部長（植村哲男君） そうしたソフトの中で計算はさしていただくということでご 

ざいますけども、毎年そういう改定の内容は異なりますんで、そのソフトが出来てくるま

での間、ちょっとしばらく待たなきゃならない中でやりますので、そういった一時期に集

中するということの中で、やはり煩雑な作業はしなきゃならんということはありますもの

の、いわゆるソフトで電算処理をする中で出来ますので、作業としては確実な作業を出来

ると考えております。 

○議長（森河昌之君）  ほかにございませんか。これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。議案第４８号については、原案どおり可決することにご異議ござい

ませんか。 

         （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

         （「異議あり」と呼ぶ者あり） 

○議長（森河昌之君）  異議ありとのことです。よってこれより討論を行います。 

 初めに、本案に反対する議員の意見を求めます。１４番、里川議員。 



○１４番（里川宜志子君） それでは、議案第４８号 斑鳩町の一般職の職員の給与に関 

する条例の一部を改正する条例について、反対の立場から意見を申し上げさせていただき

ます。 

 まず、１番の最も大きい問題は、不利益を遡及するという、不利益不遡及の原則から外

れた２年連続月例給の引き下げ、５年連続の一時金削減で、本年は人勧史上最悪の完全実

施となってしまうということ。そして、昨年、２００２年ですね、昨年の人勧で給与月額

平均２．０３、期末勤勉手当０．０５カ月という引き下げの勧告が出ましたけれども、世

論の高まりも手伝い、昨年については一応納得はしたものの、今年につきましてさらに厳

しいマイナス勧告が続いたということにつきましては、非常に納得しがたいものがあると

申し上げておきます。 

 また、人事院給与勧告というのは、一般職公務員は労働基本権を制限されているために

行われているということの代償機能がどこへ行ってしまったのかということを、今回強く

懸念をしております。また、斑鳩町における地域労働者の地場賃金を一層切り下げてしま

うことになる。そしてまた、公務、公共関連労働者の暮らしばかりではなく、この賃下げ

人勧に連動しまして、年金、恩給などの給付削減、生活保護の給付削減など、これは全国

でも数千万人の暮らしに打撃を与えることとなるということは、見逃すことは出来ません

。国民、住民の消費、購買力を切り下げ、国民生活、地域経済を一層深刻にすることとな

る方向が出てくるのではないか。経済政策としては、国民生活の安定、復興策に逆行し、

誤った方向を示しているのではないかと考えます。 

 また、行政改革の中で、職員の定数管理も厳しい中、人勧後の人事の給与計算は、余り

にも煩雑をきわめ、これについても改善の必要があるのではないか。コンピュータ処理が

簡単に出来るソフトを国の補助で各自治体が適用出来るようにすることや、勧告の時期、

また運用の問題を地方自治体として国へ要望していくべきではないかということを提起さ

せていただきます。 

 最後に、住居手当を維持することについては、評価をしておきたいと思います。 

 そしてまた、裁判の行方については、地方自治体としてきちんと確認をしていただきた

いというふうに思っておりますので、その旨をお願いいたしまして私の反対討論とさせて

いただきます。 

○議長（森河昌之君）  次に、本案に賛成する議員の意見を求めます。１６番、中川議員 

。 



○１６番（中川靖広君） 議案第４８号 斑鳩町の一般職の職員の給与に関する条例の一 

部を改正する条例に賛成する立場から意見を申し上げます。 

 今日の社会経済情勢は、勤労者所得や個人消費の長期低迷などから、依然として深刻な

デフレ状況が継続している中、民間企業においても、この厳しい状況を乗り切るために効

率的な経営に向け、部門の整理や業務改善などを進めるとともに、リストラをはじめ採用

停止、抑制など様々な経営努力が継続的になされてきています。 

 また、従業員の賃金についても、多くの企業においてベースアップの中止が行われてい

ます他、昇給停止、賃金カットのような厳しい給与抑制措置も講じられているところであ

ると聞いております。 

 このような厳しい経済情勢、雇用情勢が引き続く中、本年度の人事院勧告において、や

はり公務員の給与が今年も民間を上回っていることが明らかになり、公務員の給与を 

取り巻く社会情勢は昨年に続いて厳しく、また引き下げとなる内容となっております。 

 このような状況の中で、今回の一般職の職員の給与条例の一部改正については、基本給

の１．０７％引き下げ、扶養手当の引き下げ、期末手当の０．２５カ月分の減額となり、

また４月に遡及して年間の給与を調整するという、職員にとっては厳しい改正内容ではあ

りますが、国家公務員及び奈良県の職員との調整を図っていることであり、総じて県下の

公務員全体において同じレベルの改正であることから、民間企業の賃金の動向に照らし合

わせると、やむを得ない措置と考えるところであります。 

 このようなことから、今回の措置を講じられることは、社会一般の情勢に適用した措置

であると認識するものであり、今回の条例改正には賛成を表するものであります。議員各

位のご賛同よろしくお願いいたします。 

○議長（森河昌之君）  これをもって討論を終結いたします。本件については賛否両論で 

あります。よってこれより採決を行います。 

 本件を可決することに賛成議員の起立を求めます。 

         （起立する者あり） 

○議長（森河昌之君）  起立多数であります。よって、議案第４８号 斑鳩町の一般職の 

職員の給与に関する条例の一部を改正する条例については、賛成多数で可決いたされまし

た。 

 続いて、日程１０、議案第４９号 史跡中宮寺跡の用地の取得についてを議題とし、総

括質疑をお受けいたします。１２番、木田議員。 



○１２番（木田守彦君） 何もこれについて、聞こうとしているのは２つほどですねけども 

、やっとこれまとめてくれはったと思いますねけども、その場所と、そして価格ですか、全

体的ななにはこれ書いてますねけど、場所とか価格は何ぼで、平米というのかね、町として

買収しておられるのかね、それが全くわかりませんねんけども、ちょっとその点が親切でな

いのと違うんかなというふうに私思いますねけど、それをちょっと教えていただきたいなと

思います。まだ決まってないと思うねけどね。 

○議長（森河昌之君）  栗本教育長。 

○教育長（栗本裕美君） 大変申しわけございません。場所については、今約２万７，００ 

０平米の敷地内ということでございますが、価格については、道路側とそれ以外のところと

いうことで分けさせていただいております。道路に隣接している部分については、平米５万

円で買収さしていただく予定をいたしております。それで、それ以外のところについては、

平米２万５，０００円ということで今交渉をさしていただいている、地権者の方にご理解を

いただいているところでございます。 

○議長（森河昌之君）  ほかにございませんか。これをもって議案第４９号に関する総括質 

疑を終結いたします。 

 ただいま議題となっています議案第４９号は、総務常任委員会に付託いたします。 

 続いて、日程１１、議案第５０号 平成１５年度斑鳩町一般会計補正予算（第７号）に

ついてを議題とし、総括質疑をお受けいたします。 

         （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（森河昌之君）  これをもって議案第５０号に関する総括質疑を終結いたします。 

 ただいま議題となっています議案第５０号は、総務常任委員会に付託いたします。 

 続いて、日程１２、議案第５１号 平成１５年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計補正

予算（第３号）についてを議題とし、総括質疑をお受けいたします。 

         （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（森河昌之君）  これをもって議案第５１号に関する総括質疑を終結いたします。 

 ただいま議題となっています議案第５１号は、厚生常任委員会に付託いたします。 

 続いて、日程１３、議案第５２号 平成１５年度斑鳩町公共下水道事業特別会計補正予

算（第１号）についてを議題とし、総括質疑をお受けいたします。 

         （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（森河昌之君）  これをもって議案第５２号に関する総括質疑を終結いたします。 



 ただいま議題となっています議案第５２号は、建設水道常任委員会に付託いたします。 

 続いて、日程１４、議案第５３号 平成１５年度斑鳩町介護保険事業特別会計補正予算

（第２号）についてを議題とし、総括質疑をお受けいたします。 

          （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（森河昌之君）  これをもって議案第５３号に関する総括質疑を終結いたします。 

 ただいま議題となっています議案第５３号は、厚生常任委員会に付託いたします。 

 続いて、日程１５、議案第５４号 平成１５年度斑鳩町水道事業会計補正予算（第３号

）についてを議題とし、総括質疑をお受けいたします。 

         （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（森河昌之君）  これをもって議案第５４号に関する総括質疑を終結いたします。 

 ただいま議題となっています議案第５４号は、建設水道常任委員会に付託いたします。 

 続いて、日程１６、認定第９号 町道認定についてを議題とし、総括質疑をお受けいた

します。 

          （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（森河昌之君）  これをもって認定第９号に関する総括質疑を終結いたします。 

 ただいま議題となっています認定第９号は、建設水道常任委員会に付託いたします。 

 続いて、日程１７、同意第１０号 斑鳩町固定資産評価審査委員会委員の選任について

同意を求めることについてを議題といたしまして。 

  お諮りいたします。本案については、会議規則第３９条第２項の規定により、委員会付

託を省略することにご異議ございませんか。 

         （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（森河昌之君）  異議なしと認めます。よって同意第１０号については、委員会付 

託を省略いたします。 

 理事者の説明を求めます。植村総務部長。 

○総務部長（植村哲男君） 現委員でございます中永良孝氏の任期が、平成１５年１２月 

２２日付をもって満了となることから、引き続き同氏を選任いたしたく、ご同意をお願い

するものでございます。 

 それでは、まず議案書を朗読させていただきます。 

 同意第１０号 

           斑鳩町固定資産評価審査委員会委員の                                         



           選任について同意を求めることについて 

 標記について、下記の者を斑鳩町固定資産評価審査委員会委員に選任したいので、地方

税法第４２３条第３項の規定により、議会の同意を求めます。 

 平成１５年１１月２８日提出 

                            斑鳩町長 小城利重 

                   記 

 住  所 斑鳩町幸前１丁目１番４４号 

 氏  名 中永良孝 

 生年月日 昭和１３年５月２４日 

 尚、同氏の経歴につきましては、略歴といたしまして次のページに添付さしていただい

ておりますが、説明については省略させていただきます。何とぞ原案どおりご同意を賜り

ますようによろしくお願い申し上げます。 

○議長（森河昌之君）  お諮りいたします。本案については、質疑討論を省略し、原案ど 

おり同意することにご異議ございませんか。 

         （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（森河昌之君）  異議なしと認めます。よって日程１７、同意第１０号 斑鳩町固 

定資産評価審査委員会委員の選任について同意を求めることについては、満場一致をもっ

て同意いたされました。 

 続いて、日程１８、報告第１５号 議会の委任による町長専決処分の報告について（平

成１５年度斑鳩町一般会計補正予算（第６号）について）を議題とし、総括質疑をお受け

いたします。 

          （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（森河昌之君）  これをもって報告第１５号に関する総括質疑を終結いたします。 

 ただいま議題となっています報告第１５号は、総務常任委員会に付託いたします。 

  続いて、日程１９、要請第２号 「義務教育費国庫負担制度の堅持を求める意見書」を

あげていただくにあたっての趣意書を議題といたします。 

 ただいま議題となっています要請第２号は、総務常任委員会に付託いたします。 

 以上をもちまして本日の議事日程はすべて終了いたしました。 

 明２９日から１２月７日までは休会、８日は午前９時から一般質問を予定しております

ので、定刻にご参集をお願いいたします。 



 本日はこれをもって散会いたします。どうもありがとうございました。 

         （午後２時１４分 散会） 

 

 

 

 


